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健康やまがた安心プランにおける取組みについて 

 １ 目標及び進捗状況 ３ 評価指標等に対する評価と課題 

第３章 

 健康増進 

 

（１）栄養・食生活 

◆適正体重を維持している者の増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体として横ばい傾向。引き続き個別の取組みを強化して

いく必要がある。 

・新型コロナ感染症拡大前との比較で増えたと答えた人が

多かった項目は、体重と女性の間食頻度だった 

・ 40歳代の男性の肥満の割合は 36.4%と策定時に比較し上

昇。生活習慣病が気になり始める年代への更なる取組みが

必要。 

・ 女性の 20 歳代のやせの割合は 22.4％と目標値には達し

ていないが中間値に比較し改善。今後も推移を注視すると

ともに、普及啓発の継続が必要。 

・ 肥満傾向と判定された者(小中学生)は 2.9％と、目標に

は達していない。児童生徒が主体的に健康な生活を実践す

ることができるよう健康教育を充実させていくことが必

要。 

２ これまでの主な取組み（H25～R4） ４ 今後の施策の方向性（R5～） 

○健康増進事業：生活習慣病予防の総合的な推進 

（栄養・食生活関連研修会、栄養施策担当者会及び健康運動指導者研修会、 

 健康プログラムの普及、適塩弁当の販売） 

○県立米沢栄養大学と連携した「減塩・ベジアッププロジェクト事業」の実施 

○出前講座の実施 

○給食施設への給食・栄養管理指導 

○県ホームページでの地域食生活・健康情報ステーションによる情報発信 

〇食生活改善推進員による地域活動 

○やまがた健康づくりステーション創設事業、やまがた健康マイレージ事

業の実施 

○学校での取組みを推進するため県で統一した肥満判定基準を設定すると

ともに、同基準に基づく算出ソフトの各学校への配布 

○地域における肥満対策の推進をねらいとした普及啓発講習会の開催 

○「子どもの肥満対策」の県ホームページをリニューアルし、肥満対策の

普及啓発 

・ 現役世代が、日常生活においても健康づくりに取り組め

るよう「減塩・ベジアップキャンペーン」や、「地域食生

活・健康情報ステーション」など、様々な機会に、食事や運動

などに気軽に取組める環境づくりと、効果的な展開方法を

検討していく。 

・ 学校では、生活習慣病を含め病気とその予防、生活習慣

の重要性について教職員等を対象に講演会を開催するな

ど、健康の保持増進に関わる取組を推進する。 

指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

31.0%
38.8%
(H28)

36.4%
(R4)

28%

25.5%
17.4%
(H28)

22.4%
(R4)

20%

山形県学校保健の現
況（スポーツ保健課ま

とめ）

2.6%
（H23）

2.1%
（H28）

2.9%
（R4）

1.8%

20歳代女性のやせの者の割合

学校医により肥満傾向で特に注意を要すると判定さ
れた者の割合（小・中学生）

評 価 指 標

40歳代男性の肥満者の割合
県民健康
・栄養調査

資料５ 
令和 4年県民健康・栄養調査の数値は速報値 
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健康やまがた安心プランにおける取組みについて 

 １ 目標及び進捗状況 ３ 評価指標等に対する評価と課題 

第３章 

 健康増進 

 

（１）栄養・食生活 

◆適切な量と質の食事をとる者の増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主に児童・生徒の朝食欠食率が増加しており、今後

更に取組みを強化していく必要がある。 

 

・ 20 歳以上の野菜摂取量は、プラン策定時に比較し

減少し、食塩摂取量は減少。一方、果物の摂取量が

100ｇ未満の者の割合は増加し、牛乳・乳製品の摂取

量が 200g 未満の割合は減少。 

・ 本県児童生徒の朝食欠食率は小学６年生で

13.7％、中学３年生で 16.7％であり、目標値には達

していない。朝食摂取の重要性や学校と家庭が連携

した食育を推進することが必要。 

・ 目標値達成に向けて、適切な量と質の食事につい

て正しい情報の普及が必要。 

 

２ これまでの主な取組み（H25～R4） ４ 今後の施策の方向性（R5～） 

○出前講座の実施、○給食施設への給食・栄養管理指導 

○山形県栄養士会と連携した働き世代を対象にした健康プログラムの実施 

○県ホームページでの地域食生活・健康情報ステーションによる情報発信 

○県立米沢栄養大学や「やまがた健康づくり応援企業」と連携した「減塩・ベジアップ

プロジェクト事業」の実施 

 ・ やまがた健康づくり応援企業によるベジアップ商品、減塩商品の啓発、販売 

  減塩リーフレットの活用など学校給食と連携した減塩教育 

○食生活改善推進員の地域活動による減塩の啓発  

○「学校食育推進会議」の開催による食育の重要性の認識の共有化と普及啓発 

○「心を育む学校給食週間」における食育に係る各学校独自の取組みの実施と

取組み内容の普及啓発 

○中学生及び高校生の食に係る理解促進を図るため、中学校及び高校へ専門家

を派遣し指導等を実施 

○プロスポーツチームと連携した栄養教諭等による食の指導を実施 

・ 健康な食事の重要性について引き続き啓発を行う

とともに、減塩、野菜摂取増をはじめ、令和４年県

民健康・栄養調査結果からの課題を踏まえ、健康に

配慮した食事、食習慣について普及啓発していく。 

・ 栄養教諭等を中心とした食育の実践活動や専門家

派遣等による学習、朝食摂取の重要性をはじめとし

た食に関する知識の習得や、健康に配慮した食事、

食生活を実践する力の育成を図るなど、食育をさら

に推進する。 

指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

320.2ｇ
285.3g
(H28)

291.9g
（R4）

350g

54.1%
54.3%
(H28)

58.3%
（R4）

30%

12.2ｇ
10.3ｇ
(H28)

10.6ｇ
（R4）

8g

78.3%
78.2%
(H28)

75.8%
（R4）

65%

9.9%
（H24）

9.0%
（H27）

13.7%
（R4）

4.5%

12.7%
（H24）

12.5%
（H27）

16.7%
（R4）

6.2%

県民健康
・栄養調査

69.2%
73.9%
(H28)

75.9%
（R4）

80%

評 価 指 標

児童・生徒の朝食欠食率

小学６年生
全国学力・
学習状況調査

野菜摂取量の平均値（20歳以上）

県民健康
・栄養調査

果物摂取量100g未満の者の割合（20歳以上）

食塩摂取量の平均値（20歳以上）

牛乳・乳製品摂取量200g未満の者の割合（20歳以
上）

中学３年生

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が１日２回以上
の日がほぼ毎日の者の割合（20歳以上）
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健康やまがた安心プランにおける取組みについて 

 １ 目標及び進捗状況 ３ 評価指標等に対する評価と課題 

第３章 

 健康増進 

 

（１）栄養・食生活 

◆ 管理栄養士等が栄養管理を行っている給食施設の増加 

 

全体として概ね達成。引き続き、これまでの取組み

を進めていく。 

 

・ 管理栄養士又は栄養士を配置している特定給食

施設の割合は増加。目標達成に向けて取組みを継続

することが必要。 

２ これまでの主な取組み（H25～R4） ４ 今後の施策の方向性（R5～） 

○栄養指導員（保健所の管理栄養士）による特定給食施設等に対する巡回指導

の実施 

 

 

 

 

 

・ 本県の特定給食施設は令和３年 11 月現在で 474

箇所。栄養指導員による給食施設の巡回指導等を継

続し、給食施設における栄養管理の質の向上を図る

とともに、管理栄養士・栄養士の未配置施設で適切

な栄養管理が行われるよう、引き続き配置を促して

いく。 

 

 

  

R4..2月現在 A改善

分　野 目　　標 指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

達成率 評価
指標出典の

公表時期（めやす）
0.7

管理栄養士等が栄
養管理を行ってい
る給食施設の増加

衛生行政報告例
70.5%

（H23）
73.4%

（H28）
79.3%
（R3）

80% 93% A'
当年度末

9.5%

男性 29.4%
34.8%
(H28)

40.2%
(R4)

36% 164% A

例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月

6.6%

女性 21.8%
25.7%
(H28)

29.0%
(R4)

33% 64% B

例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月

11.2%

評 価 指 標

管理栄養士又は栄養士を配置している特定給食施
設の割合

運動習慣者の割合
の増加

20～64歳の運動習慣者の割合
県民健康
・栄養調査
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健康やまがた安心プランにおける取組みについて 

 １ 目標及び進捗状況 ３ 評価指標等に対する評価と課題 

第３章 

 健康増進 

 

（２）身体活動・運動 

◆ 運動習慣者の割合の増加 

 

 

 

 

 

  

※運動習慣者・・1日30分以上、週2回以上、1年以上運動を継続している者 

全体として改善している。引き続き、これまでの取

組みを継続していく。 

・ 20～64 歳の運動習慣者の割合は、男女とも増加。

特に男性の増加が顕著であり、目標を達成してい

る。 

・ 市町村や各団体と連携した出前講座や健康フェ

ア等のイベント、優秀な取組みを取り上げ広く周知

する「やまがた健康づくり大賞」、市町村と協働し

て県民の健康づくりを支援する「やまがた健康マイ

レージ事業」、健康づくりの拠点創設を支援する「や

まがた健康づくりステーション事業」等の各種事業

の展開が運動習慣の重要性について意識を高める

のに寄与したと思われる。 

・ 令和４年度には「ウォーキングプロジェクト」を

立ち上げ、誰でも気軽に実践できるウォーキングを

推進したことも、運動を始める機運醸成に繋がった

と思われる。 

２ これまでの主な取組み（H25～R4） ４ 今後の施策の方向性（R5～） 

○健康運動指導者研修会の開催 

○やまがた健康づくりステーションの創設に対する支援 

○やまがた健康マイレージ事業の実施 

○やまがた健康づくり大賞の表彰 

○やまがた健康フェアの開催（やまがた健康ガイドの作成） 

○出前講座の実施 

○ウォーキングプロジェクトの展開 

 ・健康長寿日本一ウォーキング大会 

・チャレンジ！プラス1000！ウォーキング月間チャレンジ 

  ・働き盛り世代の健康ＵＰサポート事業費補助金 

○県スポーツ・レクリエーション祭の開催 

○総合型地域スポーツクラブへの支援 

・ 引き続き、「ウォーキングプロジェクト」の展開

により、子どもから働き盛り世代、シニア世代まで 

広く県民が日常生活において、運動を取り入れるよ

う、効果的な事業展開を図っていく。 

・ 老若男女が参加しやすいスポーツ交流会を実施

する等、スポーツを実践する機会を提供していく。 

R4..2月現在 A改善

分　野 目　　標 指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

達成率 評価
指標出典の

公表時期（めやす）
0.7

男性 29.4%
34.8%
(H28)

40.2%
(R4)

36% 164% A
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 6.6%

女性 21.8%
25.7%
(H28)

29.0%
(R4)

33% 64% B
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 11.2%

睡眠を十分とれて
いない者の割合の
減少

県民健康
・栄養調査

24.8%
26.7%
(H28)

21.8%
(R4)

15% 33% B
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月

-9.8%

自殺者の減少 人口動態統計
22.8

（H23）
19.9

（H28）
20.1

（R3）
16
(R4)

85% B 確定数翌年度9～2月 -6.8

評 価 指 標

睡眠による休養を十分とれていない者の割合（20歳
以上）

自殺者の割合（人口10万対）

運動習慣者の割合
の増加

20～64歳の運動習慣者の割合
県民健康

・栄養調査
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健康やまがた安心プランにおける取組みについて 

 １ 目標及び進捗状況 ３ 評価指標等に対する評価と課題 

第３章 

 健康増進 

 

（３）休養・こころの健康 

◆ 睡眠を十分とれていない者の割合の減少 

 

 

 

◆ 自殺者の減少 

 

 

 

 

 

全体として改善傾向にある。引き続き、取組みを強化

していく必要がある。 

 

・ 睡眠による休養を十分とれていない者の割合は減

少。対策の継続が必要。 

・ 一方、自殺者の割合は中間見直し時には減少したも

のの直近では増加。更なる対策の強化が必要。 

・ コロナ禍の中で自殺者数が増加傾向にある。 

２ これまでの主な取組み（H25～R4） ４ 今後の施策の方向性（R5～） 

○「山形県自殺対策推進センター」を開設（平成28年9月1日） 

○県、市町村、民間団体による幅広い相談事業を実施 

・SNSを活用した相談窓口の設置等 

・対面や電話による心の健康相談の実施等 

○自殺対策に関わる多様な分野に携わる人材を養成 

・相談機関職員等に対するスキルアップ研修 

・高齢者支援関係者向け研修会の実施等 

・心の健康づくり等各種研修の実施 

○県民に対し、自殺予防についての普及啓発を実施 

・自殺予防週間、県自殺対策推進月間等における普及啓発 

・自殺対策インターネットサイトによる情報提供 

・出前講座の実施（再掲）など 

○「こころのサポーター」の養成 

・ 健康経営の促進により職場でのメンタルヘルス対策

を推進していく 

・ 休養や睡眠に関する正しい知識の普及啓発を推進し

ていく。 

・ 「いのち支える山形県自殺対策計画（第 2 期）」を策

定し、子ども・若者から高齢者まで実態を踏まえた

対策を重点的に推進していく。 

指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

人口動態統計
22.8

（H23）
19.9

（H28）
20.1

（R3）
16

(R4)
自殺者の割合（人口10万対）

評 価 指 標

指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

県民健康
・栄養調査

24.8%
26.7%
(H28)

21.6%
(R4)

15%
睡眠による休養を十分とれていない者の割合（20歳
以上）

評 価 指 標



 6 

 

健康やまがた安心プランにおける取組みについて 

 １ 目標及び進捗状況 ３ 評価指標等に対する評価と課題 

第３章 

 健康増進 

 

（４）飲酒 

◆ 生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者の割合の減少 

 

 

 

 

◆ 未成年者及び妊娠中の女性の飲酒をなくす 

 

 

 

 

 

 

成人の飲酒量については増加傾向にあり悪化してい

る。今後更に取組みを強化していく必要がある。 

未成年及び妊娠中の女性の飲酒については概ね目標

を達成している。 

 

・ 生活習慣病のリスクを高める量の飲酒をしている

者の割合では女性の増加が目立つ。一方、妊娠中の

女性の飲酒割合は減少。 

・ 適切な飲酒量について、機会をとらえた普及啓発

の継続が必要。 

 

２ これまでの主な取組み（H25～R4） ４ 今後の施策の方向性（R5～） 

○出前講座の実施 

○相談窓口（精神保健福祉センター、保健所等）の周知 

○市町村において、妊婦を対象とした各種教室、相談等での普及啓発及び相談を

実施 

○「アルコール健康障害対策推進計画」の策定し、対策を強化 

○アルコールが胎児や母乳に与える影響に関する正しい知識の普及啓発のため、

母子健康手帳交付時や母親（両親）学級等においてパンフレット配布等を実施 

○循環器病予防のための普及啓発漫画（大人用・子供用）を作成し、飲酒による生

活習慣病のリスクについて啓発 

 

 

・ 市町村や関係団体と連携し、引き続き、1 日当たり

の適切な飲酒量の普及啓発に努める。 

・ 市町村と連携しながら、アルコールが胎児や母乳に与

える影響に関する正しい知識の普及啓発を継続するこ

とが必要。 

 

R4..2月現在 A改善

分　野 目　　標 指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

達成率 評価
指標出典の

公表時期（めやす）
0.7

男性 17.6%
18.2%
(H28)

18.1%
(R4)

13% -11% C
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -4.6%

女性 7.3%
8.0%
(H28)

10.8%
(R4)

6.4% -389% D
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -0.9%

4.3%
3.7%
(H28)

0%
(R4)

0% 100% A
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -4.3%

2.0%
0%
(H28)

0%
(R4)

0% 100% A
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -2.0%

評 価 指 標

高校３年生男子

高校３年生女子

生活習慣病のリスクを
高める量を飲酒してい
る者の割合の減少

生活習慣病のリスクを高める量を飲酒して
いる者の割合（20歳以上）

県民健康
・栄養調査

未成年者及び妊娠
中の女性の飲酒を
なくす

未成年者の飲酒割合
県民健康
・栄養調査

R4..2月現在 A改善

分　野 目　　標 指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

達成率 評価
指標出典の

公表時期（めやす）
0.7

4.3%
3.7%
(H28)

0%
(R4)

0% 100% A
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -4.3%

2.0%
0%
(H28)

0%
(R4)

0% 100% A
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -2.0%

母子保健事業
のまとめ

4.2%
（H23）

1.2%
（H27）

0.8%
（R2）

0% 90% A'
翌々年度２月

-4.2%

20.5%
20.2%
(H28)

17.2%
(R4)

12% 39% B
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -8.5%

40.5%
42.0%
(H28)

19.1%
(R4)

全国値以下
25.4％(R1)

142% A
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -19.6%

評 価 指 標

高校３年生男子

高校３年生女子

妊娠中の女性の飲酒割合

成人の喫煙率

20歳代男性

未成年者及び妊娠
中の女性の飲酒を
なくす

未成年者の飲酒割合
県民健康

・栄養調査

20～30歳代の喫煙率

喫煙率の減少（特
に20～30歳代の喫
煙率の減少）

県民健康
・栄養調査
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健康やまがた安心プランにおける取組みについて 

 １ 目標及び進捗状況 ３ 評価指標等に対する評価と課題 

第３章 

 健康増進 

 

（５）喫煙 

◆ 喫煙率の減少（特に２０～３０歳代の喫煙率の減少） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体として改善している。引き続き、これまでの取

組みを継続していく。 

 

・ 20～30 歳代の男女いずれも喫煙率は減少、特に

20 歳代男性は策定時と比較し約半数まで減少して

いる。 

・ 一方、30 歳代男女の喫煙率は全国値を上回って

いる。特に喫煙率が高い 30 歳代男性に特化した取

組みを強化することが必要。  

・ 妊娠中の女性の喫煙率は減少傾向にあるが、目標

達成に向けて、機会をとらえた普及啓発の継続が必

要。 

２ これまでの主な取組み（H25～R4） ４ 今後の施策の方向性（R5～） 

○改正健康増進法及び山形県受動喫煙防止条例（Ｈ30年12月公布）を踏まえた受動

喫煙防止対策の推進 

〇喫煙による身体への悪影響等について職員出前講座による周知啓発 

○各種イベント等における受動喫煙防止に関する普及・啓発 

○関係機関・団体、飲食店等への個別訪問による受動喫煙防止対策の推進 

○喫煙が胎児や母乳、子どもに与える影響に関する正しい知識の普及啓発のため、 

母子健康手帳交付時や母親（両親）学級等においてパンフレット配布等を実施 

○学校における喫煙防止教育の実施 

○喫煙防止教育推進のための関係各機関・団体との連携 

・  受動喫煙防止対策と連携し、事業所等への職員出

前講座等の機会を活用して喫煙の健康リスクの普及

啓発を推進していく。 

・  市町村と連携しながら、喫煙が胎児や母乳、子ども

に与える影響に関する正しい知識の普及啓発を継続

していく。 

・  県教育委員会と連携し、未成年者の喫煙率0％を維

持するため、各学校における喫煙防止教育の一層の

充実と関係各機関・団体との連携を強化していく。 

・  各学校における受動喫煙防止の取組みを継続して

いく。 

R4..2月現在 A改善

分　野 目　　標 指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

達成率 評価
指標出典の

公表時期（めやす）
0.7

20.5%
20.2%
(H28)

17.2%
(R4)

12% 39% B
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -8.5%

40.5%
42.0%
(H28)

19.1%
(R4)

全国値以下
25.4％(R1)

142% A
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -19.6%

16.8%
10.5%
(H28)

9.0%
(R4)

全国値以下
7.6％(R1)

85% A'
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -9.2%

46.8%
51.9%
(H28)

38.1%
(R4)

全国値以下
33.2％(R1)

64% B
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -13.6%

19.6%
13.4%
(H28)

11.2%
(R4)

全国値以下
7.3％(R1)

68% B
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -12.3%

2.1%
4.8%
(H28)

0%
(R4)

0% 100% A
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -2.1%

0%
0%
(H28)

0%
(R4)

0% 100% A
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 0.0%

母子保健事業
のまとめ

2.9%
（H23）

2.1%
（H27）

0.7%
（R2）

0% 59% B
翌々年度２月

-2.9%

3.6%
（H24）

3.6%
（H28）

3.0%
(R4)

0% 17% C
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -3.6%

2.4%
（H24）

1.9%
（H28）

1.0%
(R4)

0% 58% B
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -2.4%

評 価 指 標

成人の喫煙率

20歳代男性

20歳代女性

30歳代男性

30歳代女性

高校３年生男子

高校３年生女子

妊娠中の女性の喫煙率

行政機関

医療機関

20～30歳代の喫煙率

未成年者の喫煙率

受動喫煙の機会の
減少

受動喫煙の機会を有する者の割
合

県政アンケート

県民健康
・栄養調査

喫煙率の減少（特
に20～30歳代の喫
煙率の減少）

県民健康
・栄養調査
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健康やまがた安心プランにおける取組みについて 

 １ 目標及び進捗状況 ３ 評価指標等に対する評価と課題 

第３章 

 健康増進 

 

（５）喫煙 

◆ 受動喫煙の機会の減少 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体としてやや改善傾向にあるものの、引き続き

個別の取組みを進めていく必要がある。 

 

・ 受動喫煙の機会を有する者の割合が「行政機関」

「医療機関」は減少傾向であるが、いずれも公共性

の高い施設であり、速やかな目標達成に向けた取組

みが必要。 

・ 補助金による支援により、「飲食店」の受動喫煙

は策定時と比較し半数以下に改善した。 

・ 一方、「家庭」では中間見直し時と比較して増加

している。目標達成までは取組みを更に強化してい

くことが必要。 

２ これまでの主な取組み（H25～R4） ４ 今後の施策の方向性（R5～） 

○改正健康増進法及び山形県受動喫煙防止条例（Ｈ30年12月公布）を踏まえた施

設等における受動喫煙防止対策の推進 

○各種イベント等における受動喫煙防止に関する普及・啓発 

○関係機関・団体、飲食店等への個別訪問による受動喫煙防止対策の推進 

○受動喫煙が胎児や母乳、子どもに与える影響に関する正しい知識の普及啓発の

ため、母子健康手帳交付時や母親（両親）学級等においてパンフレット配布等を実施 

○出前講座の実施・食品衛生責任者講習会での説明 

○受動喫煙防止対策設備等整備事業補助金による飲食店への支援 

・ 各種イベント等様々な機会を捉え、受動喫煙防止

対策を推進するため、改正健康増進法及び山形県受

動喫煙防止条例の周知を図っていく。 

・ 職場や家庭での受動喫煙防止改善に向け、市町村

等関係機関と連携し周知を図っていく。 

R4..2月現在 A改善

分　野 目　　標 指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

達成率 評価
指標出典の

公表時期（めやす）
0.7

3.6%
（H24）

3.6%
（H28）

3.0%
(R4)

0% 17% C
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -3.6%

2.4%
（H24）

1.9%
（H28）

1.0%
(R4)

0% 58% B
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -2.4%

31.9%
（H24）

32.2%
（H28）

14.9%
(R4)

0% 53% B
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -31.9%

17.0%
（H24）

12.0%
（H28）

14.2%
(R4)

3% 20% B
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -14.0%

39.3%
（H24）

34.7%
（H28）

10.8%
(R4)

15% 117% A
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 -24.3%

糖尿病による合併
症の減少

日本透析医学会
「わが国の慢性透析

療法の現況」
94人

120人
（H27）

125人
（R3）

90人 -775% D 翌年度 -4.0

メタボリックシン
ドロームの該当者
及び予備群の減少

厚生労働省調べ
（特定健診・特定保健

指導の実施状況）

6.7％の
減少

10.91％の
減少

（H26)

15％の
減少
（R2)

25％以上
の減少

45% B 翌々年の冬頃 18.3%

評 価 指 標

行政機関

医療機関

職　場

家　庭

飲食店

糖尿病腎症による年間新規透析導入患者数

平成20年度と比べたメタボリックシンドロー
ムの該当者及び予備群の減少率

受動喫煙の機会の
減少

受動喫煙の機会を有する者の割
合

県政アンケート

県民健康
・栄養調査
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健康やまがた安心プランにおける取組みについて 

 １ 目標及び進捗状況 ３ 評価指標等に対する評価と課題 

第３章 

健康増進 

 

 

（３）糖尿病 

◆ メタボリックシンドロームの該当者及び予備群の減少 

 

 

 

◆ 特定健診・特定保健指導の実施率の向上 

 

 

 

 

 

◆ 糖尿病による合併症の減少 

 

 

 

 

 

一次予防の取組みは向上しているが、重症化予防

について、取組みを強化していく必要がある。 

 

・ 糖尿病は、食事や運動不足等の生活習慣が要因

となるため、保健指導による日頃の生活習慣改善

の取組みや毎年の健診受診による健康管理の徹底

を図ることが必要 

・ 自覚症状がないことが多いため、医療機関への

受診意識が低いことが課題である。放置しておく

と人工透析治療が必要となる可能性が高くなるこ

とから、適切かつ継続的な治療が重要 

・ 糖尿病性腎症による年間新規透析導入患者数は

増加。より効果的な事業展開が必要 

２ これまでの主な取組み（H25～R4） ４ 今後の施策の方向性（R5～） 

○健康増進事業評価検討会,地域保健・職域保健連携推進事業の実施 

○特定保健指導従事者研修会の開催 

○出前講座等による減塩の啓発 

○県立米沢栄養大学と連携した「減塩食育プロジェクト事業」の実施 

○「山形県糖尿病及び慢性腎臓病重症化予防プログラム」制定 

○山形県糖尿病及び慢性腎臓病重症化予防事業の実施 

・置賜地域の医療機関と保険者との連携体制構築モデル事業 

・データ分析によるハイリスク者の抽出及び人工透析導入ハイリスクアプローチ 

・市町村向け糖尿病療養指導士人材育成 

・糖尿病等対策検討会及び症例検討会の開催 

・「糖尿病カードシステム」を活用した支援に関する研修会の開催 

・ 市町村及び県医師会等と連携し、糖尿病の発症

の予防に向け、生活習慣改善のために自主的に健

康づくりに取り組むことができる環境の整備を引

き続き推進する。 

・ 出前講座や各種イベント等を通して、健康的な

食生活や適度な運動の重要性について、啓発を行

っていく。 

・ 「山形県糖尿病及び慢性腎臓病重症化予防プロ

グラム」に沿って、山形県糖尿病及び慢性腎臓病

重症化予防事業を推進し、医療機関と地域との連

携やハイリスク者の支援を強化していく。 

R4..2月現在 A改善

分　野 目　　標 指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

達成率 評価
指標出典の

公表時期（めやす）
0.7

メタボリックシン
ドロームの該当者
及び予備群の減少

厚生労働省調べ
（特定健診・特定保健

指導の実施状況）

6.7％の
減少

10.91％の
減少

（H26)

15％の
減少
（R2)

25％以上
の減少

45% B 翌々年の冬頃 18.3%

50.2%
60.0%
（H27)

64.4%
（R2）

70% 72% A' 翌々年の夏頃 19.800%

17.0%
22.6%
（H27)

28.9%
（R2）

45% 43% B 翌々年の夏頃 28.0%

評 価 指 標

平成20年度と比べたメタボリックシンドロー
ムの該当者及び予備群の減少率

特定健診の受診率

特定保健指導の終了率

特定健診・特定保
健指導の実施率の
向上

厚生労働省調べ
（特定健診・特定保健

指導の実施状況）
R4..2月現在 A改善

分　野 目　　標 指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

達成率 評価
指標出典の

公表時期（めやす）
0.7

50.2%
60.0%
（H27)

64.4%
（R2）

70% 72% A' 翌々年の夏頃 19.800%

17.0%
22.6%
（H27)

28.9%
（R2）

45% 43% B 翌々年の夏頃 28.0%

慢性閉塞
性肺疾患

ＣＯＰＤの認知度
の向上

県政アンケート
県民健康・栄養調査

45.4%
（H24）

42.6%
（H28）

42.6%
（R4）

80% -12% C
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 34.6%

男性 50.1%
49.5%
(H28)

54.8%
(R4)

58% 59% B

例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月

7.9%

評 価 指 標

特定健診の受診率

特定保健指導の終了率

ＣＯＰＤの認知度（20歳以上）

特定健診・特定保
健指導の実施率の
向上

厚生労働省調べ
（特定健診・特定保健

指導の実施状況）

高齢者の心身機能
の維持向上

運動習慣のある高齢者の割合（65歳以上）

県民健康
・栄養調査

R4..2月現在 A改善

分　野 目　　標 指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

達成率 評価
指標出典の

公表時期（めやす）
0.7

糖尿病による合併
症の減少

日本透析医学会
「わが国の慢性透析

療法の現況」
94人

120人
（H27）

125人
（R3）

90人 -775% D 翌年度 -4.0

メタボリックシン
ドロームの該当者
及び予備群の減少

厚生労働省調べ
（特定健診・特定保健

指導の実施状況）

6.7％の
減少

10.91％の
減少

（H26)

15％の
減少
（R2)

25％以上
の減少

45% B 翌々年の冬頃 18.3%

50.2%
60.0%
（H27)

64.4%
（R2）

70% 72% A' 翌々年の夏頃 19.800%

評 価 指 標

糖尿病腎症による年間新規透析導入患者数

平成20年度と比べたメタボリックシンドロー
ムの該当者及び予備群の減少率

特定健診の受診率
特定健診・特定保
健指導の実施率の
向上

厚生労働省調べ
（特定健診・特定保健

指導の実施状況）
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健康やまがた安心プランにおける取組みについて 

 １ 目標及び進捗状況 ３ 評価指標等に対する評価と課題 

第３章 

 健康増進 

 

（６）高齢者の健康 

◆ 高齢者の心身機能の維持向上 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 高齢者の社会参加の向上 

 

 

 

 

 

全体として概ね達成。引き続き個別の取組みを進

めていく。 

 

・ 地域の健康づくりステーションや通いの場での

健康づくりの推進により、高齢者の心身機能の維

持向上及び社会参加が向上したと思われる。 

・ 「やまがた健康ガイド」を作成し、ポストコロ

ナを見据えた、「食」と「運動」をテーマとした健

康づくりを推進したことが心身機能の維持向上

につながったと思われる。 

・ 令和４年度にはウォーキングプロジェクトを立

ち上げ、高齢者でも気軽に実践できるウォーキン

グを推進したことも、運動を始める機運醸成につ

ながったと思われる。 

４ 今後の施策の方向性（R5～） 

・ 「やまがた健康フェア」において、健康づく

りの啓発を継続していく。 

・ 「ウォーキングプロジェクト」の展開により

日常生活において、運動を取り入れるよう、今

後も効果的に事業を実施する。 

・ 高齢者が豊かな知識、経験、技能を活かし、

社会参加や社会貢献のできる環境づくりを推進

する。 

・ 市町村が主催する通いの場研修会等におい

て、専門職を派遣し、介護・フレイル予防プロ

グラムの普及を促進する。 

２ これまでの主な取組み（H25～R4） 

○やまがた健康づくりステーションの創設に対する支援 

○やまがた健康マイレージ事業の実施 

○やまがた健康づくり大賞の表彰 

○「電子レンジらくらく献立集」の普及 

○やまがた健康フェアの開催（やまがた健康ガイドの制作） 

○ウォーキングプロジェクトの展開 

 ・健康長寿日本一ウォーキング大会 

・プラス1000！ウォーキング月間チャレンジ 

○通いの場における介護・フレイル予防プログラムの普及 

R4..2月現在 A改善

分　野 目　　標 指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

達成率 評価
指標出典の

公表時期（めやす）
0.7

男性 50.1%
49.5%
(H28)

54.8%
(R4)

58% 59% B
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 7.9%

女性 42.1%
47.2%
(H28)

48.7%
(R4)

48% 112% A
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 5.9%

71.8%
77.5%
(H28)

77.5%
(R4)

80% 70% B
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 8.2%

高齢者の社会参加
の向上

県民健康
・栄養調査

35.2%
40.3%
(H28)

43.2%
(R4)

45% 82% A'

例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月

9.8%

がんによる死亡者
の減少

国立がん研究センター

がん情報サービス「がん

登録・統計」

男女計
80.6

男女計
76.6
(H28)

男女計
65.6
(R3)

男女計
67

110% A
速報値は翌年5月頃

-13.6

評 価 指 標

栄養バランスを考えて食事をとっている高齢者の割合
（65歳以上）

地域活動に参加している高齢者の割合（65歳以上）

がんの75歳未満年齢調整死亡率（人口10万対）

高齢者の心身機能
の維持向上

運動習慣のある高齢者の割合（65歳以上）

県民健康
・栄養調査

R4..2月現在 A改善

分　野 目　　標 指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

達成率 評価
指標出典の

公表時期（めやす）
0.7

高齢者の社会参加
の向上

県民健康
・栄養調査

35.2%
40.3%
(H28)

43.2%
(R4)

45% 82% A'

例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月

9.8%

がんによる死亡者
の減少

国立がん研究センター

がん情報サービス「がん

登録・統計」

男女計
80.6

男女計
76.6
(H28)

男女計
65.6
(R3)

男女計
67

110% A
速報値は翌年5月頃

-13.6

47.0%
57.0%
(H28)

56.1%
(R1)

60% 70% A'
R3調査分がR5公表

13.0%

評 価 指 標

地域活動に参加している高齢者の割合（65歳以上）

がんの75歳未満年齢調整死亡率（人口10万対）

胃がん

がん検診の受診率
の向上

がん検診の受診率
国民生活
基礎調査
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健康やまがた安心プランにおける取組みについて 

 １ 目標及び進捗状況 ３ 評価指標等に対する評価と課題 

第４章 

 がん対策 

 

◆ がんによる死亡者の減少 
 
 

 
 
◆ がん検診の受診率の向上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

◆ がんの予防対策の推進 
 
 
 
 

全体として改善がみられるものの、引き続き個別の

取組みを進めていく必要がある。 

 

・ 本県のがん検診受診率は全国トップクラスであ

り、がんの 75 歳未満年齢調整死亡率も低下（目標達

成）している 

・ 一方、乳がん検診（47.3％）、子宮がん検診（46.5%）

は受診者が半数に満たないため、さらに受診率の向

上が必要。 

・ 精密検査の受診率は、概ね 80～90％程度に上昇。

取組みを継続することが必要。 

 

４ 今後の施策の方向性（R5～） 

・ 受動喫煙防止及び禁煙支援を推進する。 

・ 市町村と連携し、適切な食生活の実践や運動習慣

の定着、喫煙等の生活習慣の改善のために自主的に

健康づくりに取り組むことができる環境の整備を推

進する。 

・ 引き続き、市町村と連携しながら、がん検診の受

診率及び精密検査受診率の向上に向けた取組みを推

進していく。 

・ 引き続き、がん検診の精度管理の確保や向上に向

けた取組みを推進していく。 

・ 引き続き、市町村や関係団体等と連携し、「みんな

で取り組む『がん対策県民運動』」を推進していく。 

２ これまでの主な取組み（H25～R4） 

○受動喫煙防止、運動習慣の定着、適切な食生活の普及啓発等 

○「みんなで取り組む『がん対策県民運動』」の推進 

○子宮頸がん検診及び乳がん検診の休日検診の実施 

○乳がんリーフレットの市町村配布による乳がん検診の受診啓発 

〇がん教育の一環として、子供から大切な家族にがん検診受診を促すメッセー

ジ事業の実施 

○生活習慣病検診等管理指導協議会においてがん検診の評価、検討を実施 

R4..2月現在 A改善

分　野 目　　標 指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

達成率 評価
指標出典の

公表時期（めやす）
0.7

がんの予防対策の
推進

県新型コロナワクチン

接種総合企画課調
－

3,085人
(H28)

3,943人
(R3)

3,600人 167% A
R4→翌年度

515.0

県がん対策・健康長
寿日本一推進課調べ

914件
(H23)

1,125件
(H28)

1,754件
(R3)

増加 192% A
翌年度10月県がん協教育
研修部会とりまとめ 0

山形県がん
実態調査

9.8%
(H20)

9.3%
(H26)

7.8%
(R1)

15% -44% D
Ｒ２はR5

5.2%

評 価 指 標

肝炎治療費助成受給者数（累計）

キャンサーボードにより検討した年間症例数（拠点・
指定病院）

全部位別初回治療に占める放射線治療の割合

がん医療提供体制
の充実

R4..2月現在 A改善

分　野 目　　標 指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

達成率 評価
指標出典の

公表時期（めやす）
0.7

がんによる死亡者
の減少

国立がん研究センター

がん情報サービス「がん

登録・統計」

男女計
80.6

男女計
76.6
(H28)

男女計
65.6
(R3)

男女計
67

110% A
速報値は翌年5月頃

-13.6

47.0%
57.0%
(H28)

56.1%
(R1)

60% 70% A'
R3調査分がR5公表

13.0%

35.5%
60.6%
(H28)

62.2%
(R1)

60% 109% A
R3調査分がR5公表

24.5%

評 価 指 標

がんの75歳未満年齢調整死亡率（人口10万対）

胃がん

肺がん

がん検診の受診率
の向上

がん検診の受診率
国民生活
基礎調査

R4..2月現在 A改善

分　野 目　　標 指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

達成率 評価
指標出典の

公表時期（めやす）
0.7

47.0%
57.0%
(H28)

56.1%
(R1)

60% 70% A'
R3調査分がR5公表

13.0%

35.5%
60.6%
(H28)

62.2%
(R1)

60% 109% A
R3調査分がR5公表

24.5%

36.3%
53.6%
(H28)

56.0%
(R1)

60% 83% A'
R3調査分がR5公表

23.7%

42.1%
46.3%
(H28)

46.5%
(R1)

60% 25% C
R3調査分がR5公表

17.900%

40.8%
46.8%
(H28)

47.3%
(R1)

60% 34% B
R3調査分がR5公表

19.2%

県がん対策・健康長
寿日本一推進課調

76.0～
88.4%

（H23）

80.7%～
89.7%

（H27）

75.8%～
91.5%
（R3）

100% 13% C

翌年度末、生活習慣病協
議会終了後 11.6%

がんの予防対策の
推進

県新型コロナワクチン
接種総合企画課調

－
3,085人
(H28)

3,943人
(R3)

3,600人 167% A
R4→翌年度

515.0

県がん対策・健康長

寿日本一推進課調べ

914件
(H23)

1,125件
(H28)

1,754件
(R3)

増加 192% A
翌年度10月県がん協教育
研修部会とりまとめ 0

評 価 指 標

胃がん

肺がん

大腸がん

子宮がん

乳がん

がん検診の精密検査受診率

肝炎治療費助成受給者数（累計）

キャンサーボードにより検討した年間症例数（拠点・
指定病院）

がん検診の受診率
の向上

がん検診の受診率
国民生活
基礎調査

がん医療提供体制
の充実
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健康やまがた安心プランにおける取組みについて 

 １ 目標及び進捗状況 ３ 評価指標等に対する評価と課題 

第４章 

 がん対策 

 

◆ がん相談窓口の認知度の向上 

 

 

 

 

◆ がん登録の精度の向上 

 

 

全体として概ね達成。引き続き個別の取組みを進

めていく。 

 

・ 相談支援センターの存在やその機能について、認

知度は高まっているが、十分ではなく、がん患者及

びその家族を含めた県民に対して更なる周知を図

る必要がある。 

・ がん登録推進法の施行により届出率は向上した。

今後は、全国がん登録への精度の高い届出を推進し

ていく。 

 

２ これまでの主な取組み（H25～R4） ４ 今後の施策の方向性（R5～） 

〇がん相談窓口の存在や機能について、各種広報媒体を活用した周知 

〇がん登録へのがん患者届出の迅速かつ漏れのない提出を推進 

 

 

・  相談支援センターや県がん総合相談支援センター

について、各種広報を通じて、がん患者及びその家族

を含めた県民に広く周知する。 

・  がん患者を含めた県民や医療従事者から、がん登

録に関する理解を得るため、その意義と内容に関する

普及啓発を推進していく。 

・  がん診療に携わる医師等のがん登録に関する理解

を促進していく。 

 

 

R4..2月現在 A改善

分　野 目　　標 指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

達成率 評価
指標出典の

公表時期（めやす）
0.7

がん相談窓口の認
知度の向上

県がん対策・健康長
寿日本一推進課調

2,255件
(H23)

3,908件
(H27)

6,414件
(R3)

7,400件 81% A'
拠点病院は暦年、翌年度
10月現況報告より 5,145

がん登録の精度の
向上

山形県がん
実態調査

81.5%
(H20)

88.7%
(H25)

98.2%
(R1)

90%以上 200% A
Ｒ２はＲ5
※2016～届出が義務化さ
れた

8.5%

がん罹患を理由に
失職する勤労者の
減少

がん患者の就労

支援・社会復帰
に関する調査

25%
(H23)

25%
(H23)

25%
(H23)

減少させる 100% E
調査終了

#VALUE!

評 価 指 標

がん相談窓口における相談受理件数

がん登録集計罹患数に対する病院等からの届出率

がん罹患を理由に失職する勤労者の割合

R4..2月現在 A改善

分　野 目　　標 指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

達成率 評価
指標出典の

公表時期（めやす）
0.7

がん登録の精度の
向上

山形県がん
実態調査

81.5%
(H20)

88.7%
(H25)

98.2%
(R1)

90%以上 200% A
Ｒ２はＲ5
※2016～届出が義務化さ
れた

8.5%

がん罹患を理由に
失職する勤労者の
減少

がん患者の就労

支援・社会復帰

に関する調査

25%
(H23)

25%
(H23)

25%
(H23)

減少させる 100% E
調査終了

#VALUE!

男性 55.8
43.8%
(H27)

43.8
（H27）

41.6 85% A'
R2調査：令和5年 12月 頃

-14.2

評 価 指 標

がん登録集計罹患数に対する病院等からの届出率

がん罹患を理由に失職する勤労者の割合

循環器病による死
亡者の減少

脳血管疾患による年齢調整死亡率（人口
10万対）

人口動態統計
特殊報告
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健康やまがた安心プランにおける取組みについて 

 １ 目標及び進捗状況 ３ 評価指標等に対する評価と課題 

第５章 

循環器病 

対策 

 

 

◆ 循環器病による死亡者の減少 

 

 

 

 

 

 

（※令和2年人口動態統計（特殊報告）は令和5年12月公表予定） 

◆ 循環器病の予防 

 

全体として改善傾向にあり、引き続き、個別の取組

みを進めていく必要がある。 

虚血性心疾患による男性の年齢調整死亡率（人口

10 万対）は、悪化しており、今後更に取組みを強化

していく必要がある。 

 

・ 脳血管疾患による死亡率は男女とも減少。 

・ 虚血性心疾患は、男性の年齢調整死亡率（人口

10万対）が若干増加。女性は減少。 

・ 特定検診の受診率及び特定保健指導の終了率

は、増加傾向にあるが、依然として低い状況。 

２ これまでの主な取組み（H25～R4） ４ 今後の施策の方向性（R5～） 

○循環器病対策推進計画の策定（令和４年１月） 

○循環器病対策普及啓発「動画」及び「漫画」の作成 

○健康増進事業評価検討会、地域保健・職域保健連携推進事業の実施による特

定健診、特定保健指導受診の普及啓発 

○山形県糖尿病及び慢性腎臓病重症化予防事業の実施 

○健康経営推進事業により健康経営に取り組む事業所を支援 

○県立米沢栄養大学ややまがた健康づくり応援企業と連携した「減塩・ベジアッププ

ロジェクト事業」の実施 

・ 循環器病対策普及啓発「動画」及び「漫画」を

活用し、多様な機会を捉えて、疾病予防の普及啓

発を継続していく。 

・ 市町村及び県医師会等と連携し、循環器病の発

症の予防に向け、生活習慣改善のために自主的に

健康づくりに取り組むことができる環境の整備を推

進する。 

・ 山形県糖尿病及び慢性腎臓病重症化予防事業に

よる重症化予防を推進していく。 

R4..2月現在 A改善

分　野 目　　標 指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

達成率 評価
指標出典の

公表時期（めやす）
0.7

6.7％の
減少

20.12%
の減少
（H27）

15％の
減少
（R2)

25％以上
の減少

45% B 翌々年の冬頃 18.3%

50.2%
60.0%

（H27）
64.4%
（R2）

70% 72% A' 翌々年の夏頃 19.8%

17.0%
22.6%

（H27）
28.9%
（R2）

45% 43% B 翌々年の夏頃 28.0%

－ －
30%

（H27）
40% #VALUE! E

現在確認中
10.0%

－ －
46.3%

（H27）
40% #VALUE! E

現在確認中
-6%

評 価 指 標

平成20年度と比べたメタボリックシンドロームの該当
者及び予備群の減少率

特定健診の受診率

特定保健指導の終了率

脳梗塞発症後4.5時間以内来院者数の割合

心筋梗塞患者に占める病院到着前死亡者の割合

循環器病の予防 厚生労働省調べ

救急搬送体制の整
備

山形県対脳卒中
治療研究会報告

指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

男性 55.8
43.8
(H27)

43.8
（H27）

41.6

女性 31.7
27.4
(H27)

27.4
（H27）

24.7

男性 33.1
34.5
(H27)

34.5
（H27）

31.8

女性 15.4
11.1
(H27)

11.1
（H27）

13.7

脳血管疾患による年齢調整死亡率（人口
10万対）

人口動態統計
特殊報告

虚血性心疾患による年齢調整死亡率（人
口10万対）

評 価 指 標
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健康やまがた安心プランにおける取組みについて 

 １ 目標及び進捗状況 ３ 評価指標等に対する評価と課題 

第５章 

循環器病 

対策 

 

◆ 救急搬送体制の整備 

 

 

 

 

 

◆ 地域包括ケアシステムの構築 

 

全体として横ばいであり、今後更に取組みを強化

していく必要がある。 

心筋梗塞患者に占める病院到着前死亡者の割合に

ついては目標を達成している。 

 

・ 循環器病発症後の速やかな来院についての更なる

普及啓発が必要。 

・ 自立支援型地域ケア会議の開催回数について、新型

コロナの影響により減少。 

・ 介護職員数について増加傾向にある。 

２ これまでの主な取組み（H25～R4） ４ 今後の施策の方向性（R5～） 

○循環器病対策普及啓発「動画」及び「漫画」の作成 

○救急現場から医療機関へ詳細な心電図を伝送する装置の導入経費を補助 

○県内の脳卒中・心筋梗塞患者の発症、死亡等を調査し、効果的な予防や治療

○方法等の対策に活用 

○循環器病に関わる専門知識を有する医療従事者育成研修会を開催 

○市町村における自立支援型地域ケア会議の充実に向け、リハビリ職等専門職

の派遣調整を実施 

 

・ 循環器病対策普及啓発「動画」及び「漫画」を

活用し、前兆や初期症状の早期発見、医療機関の

早期受診、ＡＥＤの使用を含めた救命処置の重要

性を啓発していく。 

・ 県、市町村、消防機関、医療機関等は、より迅

速かつ適切に患者を搬送するため救急搬送体制の

環境を整備する。 

・自立支援型地域ケア会議へのリハビリ職等専門職

の派遣調整をとおして、高齢者の自立支援・重症

化防止に向けた市町村の取組みを支援していく。 

 

指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

30%
（H27）

-
29%

（R2）
40%

46.3%
（H27）

-
36.1%
（R3）

40%

脳梗塞発症後4.5時間以内来院者数の割合
山形県対脳卒中治
療研究会報告

心筋梗塞患者に占める病院到着前死亡者の割合

評 価 指 標

指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

県高齢者支援課調
べ

363回
（R1）

-
327回
（R3）

400回

介護サービス施設・
事業所調査

20,849人
（R1）

-
21,073人
（R3）

22,372人

自立支援型地域ケア会議の開催回数

介護職員数

評 価 指 標
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健康やまが健康やまがた安心プランにおける取組みについて 

 １ 目標及び進捗状況 ３ 評価指標等に対する評価と課題 

第６章 

 歯科口腔

保健対策 

 

◆ 歯の喪失防止と口腔機能の維持 

 

 

 

 

 

◆ 乳幼児・学齢期のむし歯のない者の増加 

 

全体として概ね達成。引き続き、個別の取組みを進

めていく。 

 

・ 8020 達成者の割合と、12 歳児の一人平均むし歯

本数については、概ね目標達成。歯間部清掃用具を

使用している人の割合（18 歳以上）は目標達成。 

歯の喪失防止に向けた普及啓発や歯科保健指導

等の取組みが寄与したものと思われる。 

・ 60 歳代における咀嚼良好者の割合は横ばい、む

し歯のない３歳児の割合は上昇しており、目標達成

に向けて引き続き普及啓発の取組みが必要。 

２ これまでの主な取組み（H25～R4） ４ 今後の施策の方向性（R5～） 

○歯科健診受診促進のためのイベント等における普及啓発 

○特別支援学校におけるフッ化物塗布の実施 

○在宅歯科医療連携室の設置・運営 

○在宅歯科診療ができる歯科医師・歯科衛生士養成講習会の開催 

○在宅歯科診療の初度設備導入への支援 

○モデル事業所における歯科保健指導の実施 

○乳幼児健康診査等において、歯みがき習慣の獲得等の歯科保健指導等を実施 

○歯科保健教育の充実を図るための研究会の開催 

○児童生徒定期健康診断の県全体の結果を毎年度まとめ、各学校へ周知 

・  市町村及び県歯科医師会等と連携し、歯の喪失及

び口腔機能の維持に関する普及啓発や環境整備を

推進する。 

・  市町村と連携し、妊婦に対する歯科保健指導や、乳

幼児の口腔ケア・食生活指導の充実などの取り組みを

推進する。 

・  市町村と連携しながら、歯の健康や歯みがき習慣に

ついて普及啓発を行い、歯科保健向上に向けた取組

みを継続する。 

・  各学校における歯科保健を充実させるため研究会

の開催や関係機関と連携した取組みを推進する。 

R4..2月現在 A改善

分　野 目　　標 指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

達成率 評価
指標出典の

公表時期（めやす）
0.7

37.0%
48.5%
(H28)

57.2%
(R4)

55% 112% A
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月

18.0%

43.0%
52.8%
(H28)

62.0%
(R4)

65% 86% A'
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 22.0%

74.3%
74.0%
(H28)

81.7%
(R4)

80% 130% A
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 5.7%

母子保健事業
のまとめ

地域保健・健康管
理事業報告

70.2%
79.8%
（H27）

87.9%
（R2）

90% 89% A' 翌々年度の7～8月 19.8%

学校保健統計 1.1本
0.7本
（H28）

0.5本
（R3）

0.5本 100% A 調査年の -0.6

評 価 指 標

8020達成者の割合

歯間部清掃用具を使用している人の割合（18歳以
上）

60歳代における咀嚼良好者の割合

むし歯のない３歳児の割合

12歳児の一人平均むし歯本数

歯の喪失防止と口
腔機能の維持

県民健康
・栄養調査

乳幼児・学齢期の
むし歯のない者の
増加 R4..2月現在 A改善

分　野 目　　標 指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

達成率 評価
指標出典の

公表時期（めやす）
0.7

母子保健事業
のまとめ

地域保健・健康管
理事業報告

70.2%
79.8%
（H27）

87.9%
（R2）

90% 89% A' 翌々年度の7～8月 19.8%

学校保健統計 1.1本
0.7本
（H28）

0.5本
（R3）

0.5本 100% A 調査年の -0.6

県民健康
・栄養調査

44.6% －
56.3%
(R4)

65% 57% B
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 20.4%

県政アンケート
県民健康・栄養調査

67.9%
（H23）

80.2%
（H28）

85.1%
(R4)

80% 142% A
例年6年毎調査実施、直近
の公表時期　R5.4月 12.1%

評 価 指 標

むし歯のない３歳児の割合

12歳児の一人平均むし歯本数

過去１年間に歯科健診を受診した者の割合（18歳以
上）

かかりつけ歯科医を持つ者の割合（20歳以上）

乳幼児・学齢期の
むし歯のない者の
増加

過去１年間に歯科
健診を受診した者
の増加
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健康やまがた安心プランにおける取組みについて 

 １ 目標及び進捗状況 ３ 評価指標等に対する評価と課題 

第６章 

 歯科口腔

保健対策 

 

◆ 過去１年間に歯科健診を受診した者の増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体として概ね達成。引き続き、これまでの取組みを

進めていく。 

 

・ かかりつけ歯科医を持つ者は目標を達成している

が、過去１年間に歯科健診を受診した者は目標を達成

しておらず、定期的な歯科健診受診に向けた普及啓発

の取組みが必要。 

・ 平成 30 年改正の標準的な健診・保健指導プログラム

には、質問票に咀嚼の状況を回答する項目が新設され

ており、保険者による歯科保健事業のなお一層の推進

が必要である。 

・ 糖尿病をはじめとする生活習慣病が歯周病と関連し

ていることに対しては周知が十分ではない。また、喫

煙習慣が歯周病を悪化させることもあまり知られてい

ないことから、歯科受診の必要性に対するさらなる普

及啓発が必要である。 

２ これまでの主な取組み（H25～R4） ４ 今後の施策の方向性（R5～） 

○歯科健診受診促進のためのイベント等における普及啓発 

○山形県口腔保健支援センターによる普及啓発のためのチラシやポスター

の作成 

○市町村や保険者による歯周疾患検診等歯科保健事業の実施 

 

 

・ 県口腔保健支援センターが中心となり、かかりつけ

歯科医や定期歯科健診の普及啓発に取り組んでいく。 

・ 市町村や県歯科医師会と連携し、歯周疾患検診の受

診率向上に向けた啓発を継続して実施する。 

 

 

 

指標出典
プラン

策定時値
(H22)

中間見直
現状値

直近値
目標値
（R5）

県民健康
・栄養調査

44.6% －
56.3%
(R4)

65%

県政アンケート
県民健康・栄養調査

67.9%
（H23）

80.2%
（H28）

85.2%
(R4)

80%

過去１年間に歯科健診を受診した者の割合（18歳以
上）

かかりつけ歯科医を持つ者の割合（20歳以上）

評 価 指 標


